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最近の鳥学会大会風景

記念写真
(19部年）
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裏方さんの自主慰労会（19部年）
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一一一一特集

最近の烏学会大会（2)

前号で，最近の大会の盛況ぶりをお伝えしましたが，そのようすを一貫できる表をつくって

みました。この内容をみて，古くからの会員の方はなつかしく，また新しい会員の方はものめ

ずらしく感じられるのではないでしょうか。

1970年代は東京で開かれることが多かったのが， 80年代に入ると北海道から三重県まで

と開催地が広がっています。また会期が 1日から 2日に，会場が 1室から 2室と増えています。

さらに参加者数，発表教とも増加の一途です。この発表数の増加は，それまで口頭がほとんど

開催年 開催会場 都道府県 開催日 会期
参加者数

会場数
会員｜非会員

1970 山階 鳥類 研究 所 東京 6月 14日 1日 39 I 

1971 II ，， 6月20日 II 34 ,, 

1972 ，， H 6月 18日 u 41 II 

1973 信 州 大 学 長野 7月29日
i' 2 

II 』歯

1974 山階鳥類 研究 所 東京 11月 17日 ，， u 

1975 上野 動物園 II 5月25日 II 41 ， 

1976 山 梨 大 品寸ゐ一 山梨 5 JJ 23 B II 64 ，， 

1977 自然 教育 冨 東京 7 JJ 24日 II 48 ，， 

1978 新潟市厚生年金会館 新潟 7月 2日 u 50 II 

1979 上 野動 物園 東京
7月 14
～ 15臼

2臼 78 u 

1980 帯広畜産大学 北海道
7月23

3 B 41 II 

～ 25日

1981 林業 試 験 場 茨竣
6月 6
～ 8 B 

，， 59 u 

' 
11月21

1982 仙台市民会館 宮竣
～ 22日

2日 75 ; 49 2 

’ 
1983 東 京 大 学 東京

7月 17
～ 18臼

u 137 ” 
’ 9月29

1984 三重県教育文化会箆 三重 ，， 81 I 22 ， 
～ 30日

1985 信 州 大 AすSら与 長 野
10月 5

～ 6日
，， 87 : 59 q 

東 邦 j弓且a」－ 千 葉
9月 13

1986 大 ，， 124 』 65 ，， 
～ 14日

’ 

1987 山 梨 大 ，ヲ＝」< 山梨 9月 5
II 

1 22 I 19 ，， 
～ 6日

’ 
悲 1 表彰の種類学：学会質研：鳥学研究賞奨：奨学賞表： i表彰状感：感謝状
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特集・最近の鳥学会大会ωーー

だった発表形式に，ポスターという新しい形を導入させましたc その結果，興味をもった人ど

うして。つっこんだ対話ができるという，好ましい場ができてきました。また，特定の人にお顕

して話をしてもらっていた特別講演にとってかわるように，シンポジウムが恒例fヒしたのも最

近の大会の特徴といえるでしょう。とくに会員外の方が， シンポジウムを目的にたくさん参加

されているのは，学会・学界の将来のために良い方向だと思ゐれます。さらに，ここ数年来，

アピ ルが決議されるようになったのも特徴といえます。まだその成果は充分とはいえないの

が残念て寸が。残念といえばもう一つ，開催地の西限が三重県ということです。近畿九州で

大会が関かれることが，大会関係の当面の議題といえるでしょう。

作成：黒田長久. JII内博

や 1 発表数 シンポジウム 懇親 エグス
映画 カ

表彰（人数〉 一般特別ォコ♂ーフィルム （ ア ピ ー ル 〉 題 名 4ヱ〉エー ‘ノ＝；〆

学 ll 奨.2) 8 1 表11）惑・I)

学＼1) 艶 1)
7 2 表(1)

学1.1) 奨（2)
10 1 表ll)

学（2）奨4)
表Ill

奨（3）京2)
表Ill

発 1) 表（2) 6 2 1 

なし 16 （白井泊の保存）

研凶悪，1) 8 1 

研ill 奨 1)
18 ，， 。

表11

表 ll) 21 稀少鳥類の保護 。。
研(1) 奨 1)

14 1 1 生物地理学的にみた北海道 。。
感(1)

研il）奨2)
24 ，， 森林における鳥患の役害j 。。

惑1)

研Ul 奨：2) 36 ，， 。 ガン類泊の分類と観察
〈伊定豆地にをラムサール条約指）I 

。。
実 1）思1) 30 ，， 1 7 

ハクセキレイとセグロセキレイ 。
の分布と生態

なし 36 12 
これからの日本の鳥学 。。

（環境庁に研究機関設置要望）

奨（1) 52 3 3 
特別天然記念物ライチ三ウの現 。。
状と未来

感 (1) 38 13 1 都市環境に生息する鳥類の生態 。
（三宅島の自然保護を婆望）

笑 1）悪：2) 53 10 3 
円2然に量 全に認するアヒル）

。。
－：・ 2 空白らんは不明 （発表数では不確定なものがあります〕
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一一一特集・最近の鳥学会大会位）

．舞台裏からみた最近の鳥学会大会

ここ 10年くらいで，大会の形態がだいた

い決ってきて，最近では次のような手厳で大

会が実施されています。

〈開催地決定〉

大会直前こ聞かれる評議員会ま明こ，次の開

催地・会場・担当者・時期などの概要が決ま

り．総会時に発表される→大会準備委員会が

設置される。

〈会員への通知〉

鳥学ニュ スて世定事項を徐々に流し開

催3～4ヶ月前ごろに「大会通知」を発送

（ニュ スに同封）し，参加者を募る→参加

希望者は発表の有無などを記入し，大会準備

委員会に申込み書を事送。また参加費（千～

2千円）などを島便振替で送る。不参加者は

委任状を送る（ことになっているが，集まる

数が少なく，事長：会が成立するか否か庶務幹

事が毎年頭を痛めている）。以前は宿泊の世

話まで担当者でやっていたが，負担。：大きい

ため，最近は利用しやすいホテル・旅箆の案

内を載せるだけで，予約は参加者が直接行な

フ。

〈大会プログラムの作成〉

発表申込み者に対し講演要旨集作成のた

めの所定の用紙を送付し回収し，大会の数

週間前までには大会プログラムを参加者全員

に送る→この大会プログラムは参加申込みを

していない会員でも，ノ、ガキで申込めば入手

できるので，プログラムをみて急きょ参加で

きる（ようにサ ビスしているが利用者はあ

まり多くないようだ）。

〈大会1日目〉

動 8～9時ごろに会場で受付。講演要旨集

や領収書を渡して， 9時半ごろには開会。 2

会場が同時進行.-+9€表時聞は 1 5～20分。興

・前号への追記

味のある講演を求め，両会場を行き来する会

員が多い。午後3時から 5時すぎまでシンポ

ジウムを開催→非会員の参加者が加わる（の

で， ~lj途参加費をとることがある）。 6 時ご

ろから 9時ごろまでは，大会参加者の7～8

割が集まり懇親会→最近は立食Jζ ティ形式

が多く，フランクな話し合いの場となってい

る。

〈大会2日目〉

戟 9時ごろから 2会場で発表継続。昼食後

1時ごろから約 1時間「総会jが開かれ，各

種議決・表彰・報告が行なわれ，アビ ルが

採択される（ことが多くなった）→総会の前

後で記念の集合写真撮影（最近広角レχズを

使う例が多いので，後方にならよと顔が極端

に小さく写る）。その後， ビデオ・狭画など

のフィルム発表やポスタ 発表が集中的に行

なわれ，午後5時前後に閉会となる。

〈エクスカーション〉

大会3B目に実施されるが，参加者は大会

参加者の 2～3割程度である→東京地方の場

合は適地がないため実施されないことが多く

なった。全体にやや－衰退気味。

〈後しまっ〉

大会担当者は，近々のうちに諸経費の清算

をし会計報告を学会にしなけれJまならない

→赤字になったときには学会の通常会計から

補てんされる（ことになっている）。発表者

には学会誌編集幹事から講演要旨が送られる

ので，文に手を加えて返送。その年度の学会

誌の 2/3号の「会記」に大会の記録として掲

載される。また記念写真は鳥学ニュースに薮

せられるが，後方の人の顔が明援でないので

検討する必要がある→この写真は担当者が実

費で配布している（が，申込み者は少ないよ

うだ）。 。II内樽）

前号（ J伝25）の記事に対して，小林英司先生から貴重なコメントがありました（電話で直接）。

私の文（ P・ 2）の最後の部分， 「議論のあと一一…掲載してはじめて絞点を迎える」のくだり

についてで，く単に鋸薮すれ』まよいというものではなく，多くの人の批判をあおぐことが必委，

しかも積極的に。そうしてはじめて，ひとつの掛究のまとめとなる〉という主旨でした。私も

そのとうりだと思います。そもそも研究成果を公表するのは多くの人から批判されるためで，

批判が多けれ』ま多いほど論文の価値が高いということもありうる，と私は考えています。その

ことを明示しませんでしたが．誤解のないよう追記します。 （長谷川 博）
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特集・最近の鳥学会大会ω一一

日本烏学会1987年大会をb引受けして

中村 司

鳥学会の大会は東京近辺と地方都市とで交

互に開催するようになっています。 1昨年の

評議会の折，幹事会から 1987年の大会は山梨

でやれませんか，という声をかけられ，その

場でお引受けしました。何故なら 11年前0浦

和51年に一度お引受けした経験があったので，

それを生かせばよいと号、ったからて寸。

昨年4月12日の評議会で，大会の内容原案

を報告し，それが承認されたので， 5月1日

付で島学；＇； fj－スと共に大会通知と参加申込

み書を会員ーじ送りました。また森岡幹事から

学会センターニュ スに開催予定の概要を連

絡するようとの依頼があり，直ちに予定を同

センタ に送りました。そのほか19部年に東

邦大学て士会を主催した長谷川氏から前回の

資料を，石田会合幹事から大会準備手号l書と

ランプその他発表時使用の道具を受取りまし

た。まもなく唐沢幹事を筆頭に申込み書が届

きましたが，その後， 7月末になってもあま

り集まらなかったので，参加者が少ないので

はないかと内心案じました。ところが〆切溜

際になって毎日数通送られ，〆切過ぎる頃は数

十通となり，ほっとしました。早速参加者名

簿作成やプログラムを編成をして，発表予定

者には原稿局紙を発送しました。

一番心配だったのは宿泊のことでした。 51

年の山梨大会の時はーか所で済みましたが，

今回はその時の3, 4倍の参加者が予定され

たからです。幸い前年の国体開催の時ホテル

ヵ：多〈建てられたので，大学に近い 10カ噺ば

かりの宿泊所を案内し，出席者の好みで選ん

でもらいました。

最終的に集まった発表要旨教は講演55，ポ

スター 10，フィルム 3.シンポジウム 4計 72

（うち 2欠）となりました。 51年の時ま講演

16のみで1会場 1日半で終了したことを思う

と，今回の発表は 4倍にもふくれ上ったこと

になり，当初の予想より大規模な大会となり

ました。さてプログラム編成に当っては，関

連発表をできるだけまとめるように心強けた

のですが，遠路出席された方の中には 1日だ

けで婦らねばならなかったり，どちらかの日

に発表したいという希望があったりして，発

表予定を多少変更したところもありました。

A会場と B会場をせわしく行き来した方もあ

ったと見受けましたが， どうか了承下さい。

プロジェクタ については， A会場ではこの

会のために新たに用意したので問題はなかヲ

たのですが， B会場の方に多少クレームが寄

せられたようですG 不充分だったところはお

詫ひ百します。 VT R使用は 1人だけで， 16

ミリフィルムは 2人でしたが，備え付けの棲

器を有効に活用して頂いたものと患っていま

す。特にキアツキの素早い接食行動が，はっ

きりとモニターに撮し出された時は素精らし

いなと感じました。撮影機など設備さえあれ

ば，今後ビデオを鳥の行動学の方面に多く利

用されることが研究者にとっても見る人にとっ

ても有益だと感じました。ポスターボードは

初めから利用できないので初日は山梨野鳥の

会員の写真を掲げ， 2日目に示スター用利用

としましたb 縦にもなるようにして発表者の

希望に合うようにしました。ただボ ドは倍

りものでしたので，すべてセロテープで鮎り

つけるよう願ったのですが，鋲で止めた人が

あり，ポ ドにきずがついたのは残念でした。

シンポジウムについては，前年が都市鳥だっ

たので，今回は都市を徐き，森林を中心とす

する自然環境における鳥にスポットを当て，

折しも問題になっている知床と沖縄の森林の

鳥（なかでもシマフクロウやノグチゲラ〉

を含めた生物苦手集としての重要さをクロ ズ

アフプさせました。

最後にアピールを採択しNH Kや各新簡を

通し広く報道されたことは，保差を訴える上

で効果があったことと思います。アビ ル文

F
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一一特集・最近の鳥学会大会位）

については，会頭ほか前述の方4 の外に重量巻 や負傷鳥の飼育状況を見ました。その際会員

氏と竹下氏らにも検討して頂きました。なお からタカの飼育について示唆を頂きましたo

今回特別に企画した武田の社の早朝採鳥会に 今回の大会は幹事をはじめ，参加者のご協力

は，野鳥の会々員のほか烏学会員も20名近く により成功裡に終えることができました。ま

の参加がありました。エクスカーションは， た地元の野鳥の会をはじめ，山梨大学生物学

季節がら鳥が少なかったのですが，県の鳥獣 教室と設術職業科の皆さんにもご協力いただ

センタ ジオラマ形式で展示した鳥獣の標本 きました。

ドイツ烏学会の大会

残念ながら，私はドイア鳥学会の大会に参加した経験はないので，昨年の大会のプログラ

ムによって大会の概要を総介したいと思う。

ドイツ鳥学会第四回大会は， 1987年9月22日から27日まで， ドイア北部のハノ－ 77

に近いヒルデスハイムの大学で開催された。日程にそって説明すると，第 1日の夕方6

時治ら，市広場にある市役所地下食堂で歓迎のタベがある。これは懇親会にあたるだろうニ

第2日は朝 B時 15分から総会が開かれ，各種の報告がされる。総会のあと小休息があり，

10時から会長の同会のあいさつ。それに続いて一般講演が始まる。この講演は関連する 2.

3の発表をまとめて，それらをひとつのセッションとしその聞に IO分あるいは 15分の

小休息や食事前土さまっていとh発表時間は 45,30, 25, 20, 15, 10分などまちまちである。

夕方8時からは 80分間， ，f形クイナ類固有種について講演がある。これは特別講損こあ

たると思う。

第3日は朝8時半から一般講演，午前中に 6人が発表。昼食をゆっくりとって午後2時

半からポスタ一発表。 8跨からオルガン・コンサートがあり， J, s.バァハやそーツアル

ト，メシアンなどの作品が演奏された。この催しの案内として， 5時半ふらメシアンのオ

ルカ’ン由を題材にした講演が組まれた。

第4日の午前8時から 9時半にポスター発表，そのあと一般講演。夕方6時半から博物

館て帯別畏に案内されるニこれに先だち，フ 7 ラオ（古代エジプト王）の鳥類と題する講

演がある。

第5日も朝8時半から講演発表が始まり午後まで続く。夕方5時から 6時までボスタ

発表。夕食後の 8時から 1時間，ガラバゴスの重量鳥保轟と生態について講演がある。これ

と並行して教育セミナーとでも言うべき自由集会がもたれた。その発表をみると，動物画

での鳥類研究，はじめての人のための鳥声猿鳥会，あるいは，少年少女や生徒の学習テ

7 としてみたカラス科鳥類の生活などがある。

最終日 27日はエクスカーシ三ン。 4コ スヵ：用意されている。

結局，講演発表は 43題（うち教育セミナ 5題〉，ポスタ一発表 32題（うち4題はエタ

スカ ションの説明〉左なる。非常にゆったりとしたプログラムと言えよう（日本烏学会

とくらべると）。講演発表は自由集会をのぞき重複しないので，その気になればすべてき

くことができる。そのかわり会期は長いs

今年は第100回大会で， 9月26日から IO月1日の間，ポンで開催される。 100回記含、の

国際的大会とし， 「行動生態学Jと「動物地理学と分類学」をテ マとしたシンポジウム

ももたれる。 （長谷川博）
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Movement 

国際ペンギン研究会の~－知らせ

第 I回通際へンギン研究会（ 1st International Conference on Per富山田）が l!l!B年8月

15～19日，ニュ ジ ランドのオタゴ大学（ダニ ジン〉で聞かれます。申し込みは3月31日

までですが，出席者は 1(）（）名に限定されています。案内が来ていますので詳しくは下記までお

問い合わせ下さい。

干 079-01 美唄市光珠内専修大学北海道短期大学 Tel 01266 3-4321 正富宏之

ワシタカ類のシンポジウムのb知らせ

アメリカ合衆国・ミネソタ大学の RaptorResearch and Reha bi 1 i tat ion Programの主催に

より，ワシタカ類の国際シンポジウムが本年 10月26日～29日にミネアポリスで売かれます。

中国とアジアの分科会も含まれています。興味のある方には案内書のコピーを差し上げますの

で，本会事務所にご連絡下さい。

アメリカの大学教育の中での烏類学

アメリカ合衆国はいうまでもなく科学の先

進国であり，時代の最先立誌をいくいろいろな

分野の研究が活発に行なわれています。これ

は日本でもだれも知っていることですが，一

方，鳥類学のような伝統的な基礎科学もしっ

かりと銀づいているということは，あまり知

られていないようです。日本では，鳥類学な

どという学聞が今どきあるのかなどと質問さ

れることがありますが，同じ科学の先進国で

も，アメリカでは鳥類学はきわめて活発に行

なわれており，そのような疑問を発する人の

数は非常に少ないように思われます。アメリ

カの鳥類学は多様かっ奥が深〈，その全貌を

を述べるのは容易なことではありません。こ

こでは，その学問が盛んに行なわれている背

景のーっとしてあげられる，大学教育の中で

の鳥類学について，簡単に絵介しておとうと

思います。

日本で鳥類学という講義のある大学が，ど

こかにあるでしょうか？ 私の知るかぎり，

ありません。私は， こちらにくるまでの数年

間，横浜国大の教育学部と慶応大のまま学部で，

鳥の生態と行動についての講義をしていまし

たが．それらはそれぞれ生物学特論，自然科
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樋口広芳

学特論といった講義名のもとで行なわれてい

ました。アメリカでは．鳥類学講義出、つう

に行なわれています。主要な州立大学や私立

大学の生物学関係の講義目録中にOrnithology

を見つけるのはむずかしくありませんしか

なり小さな大学でさえその講義をもっている

ことがあります。たとえば私のいるミシガン

大学（ The University of Michigan ；州立）

では， Dei:臨rtrnentof Biologyの講義の中

にOrnithol句汐・ Birds of the Worldとい

う二つの講義があります。これらは一応大学

院レベルということになっていますが，実際

には学部の学生もたくさんとっています。イ

ンディアナ州にある EarhlamCollege！ま，学

部教育に力を入れている比較的小規模の有名

校ですが，生物学関係の講義の中にOrnitho 

l暗y を含めています。また，メイン州にあ

るCollegeof the Atlanticは，人聞と科学

とのかかわりを重視する学部教育に力を入れ

ているユニ タな学校で，規模は非常に小さ

いのですが，環境科学関係の講蓑中にOrni-

tho logyを含めています。

鳥類学の講義は，主に憂期，各地の大学の

Biological Stationなどが企画する野外生



物学の教育プログラム中にも，たいてい含ま

れています。これら教育プログラムは，各大

学力：競うようにして企画する非常に興味深い

もので，他大学の学生にも開かれていますてつ

いでながら， ミシガン大の関係者にたずねた

ところ．希望があれば日本からの学生も受け

入可をとのことでした）。これらの講義ば，

野外施設に一定期間滞在しながら受けるもの

で，学生たちの大きな楽しみの一つになって

いるようです。

鳥類学の講義内容は，施設のある場所の特

色や教官の得意分野などによって多少あるい

はかなり違っています。たとえば， ミシガン

やウィスコンシンのように森林や湿地に恵ま

れたところでは，その環境にすむ鳥の環境選

択やさえずり活動，群集構造などを調べる内

容が加味されることがありますし東部や西

部の海岸地域では，海鳥の繁殖や採食生態，

渡りなどが強調されたりします。いずれにし

ろ，教室内だけの講義というのはたぶんまれ

で，一般的には，教室では分類，同志体の

構造などについての講義または実習を受け，

野外では譲別，生態行動緩察，繍獲および標

識法などの基礎訓練を受けます。やっている

こと自体，特別高等でも何でもありませんが，

正確な知識と適切な観察，摘獲法とを学べる

という点で，貴重なものと思われます。

アメリカの生物学関係の講義を見て気がつ

くのは，生化学，分子生物学，発生学といっ

た個体レへん以下を扱う講義と同様に，生態

学，行動学など個体群生物学あるいは野外生

物学の講蓑も充実していることです。このこ

とからすれば，鳥類学が学部育の中にあって

もそれほど不思議ではないかも知れません。

しかし，そうした講義目録中に，たとえば昆

虫学や魚類学，ほ現動物学がなくとも，鳥類

学があることがあります。何の講義があるか

i主主主官構成その他によっても変化するのて噛

単には理解できませんが，鳥類学が個体群生

物学や野外生物学の一分野として重視されて

いることは確かなようです。それがなぜなの

かについては必ずしもはっきりしていません
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が， 1)鳥は観察するのが比鞍的容易であり，

かも姿や鳴き声が美しいので，見聞きする人

に関心をもたせやすい， 2）個体群レベルでの

研究が進んでいるので，その分野のいろいろ

なことを紺介することができる，という二つ

のことが重要にかかわっているように思われ

ます。

学部時代から鳥類学の講義が顔を出すこと

からもわかるように，大学院でのその分野の

教育と研究もとても盛んです。いろいろな大

学にいろいろなことをやっている研究者がい

るので，学生は自分の関心と好みによって行

くべきところを選ぶことができます（もちろ

ん能力も関係しますが）。また，一学部から大

学院へ，あるいは大学院の修士課程から簿土

課程に進む場合，同じ大学に残るよりも他大

学へ移ることを勧められる傾向がありますe

それは，生態分野にしても分類分野にしても．

違った考えなり方法なりで研究している人の

もとで経験を積むことが重要だと考えられて

いるからです。私のいる iシガン大学動物学

博物館，鳥類研究部門の院生を例にしていう

と， 10人ほと・いる中で，学部時代からここに

とどまっているのはたった一人です3

大学院での教育と研究については書くべき

ことがいろいろありますが，長くなってしま

うので今回はやめておきます。

ところで， flの知人でコネチカット州にあ

るConnecticutCollegeで生物学のAssociate

ProfessorをしているDr.Robertん Askin

が，来年の 1月から半年間，同志社大学に

Visiting Scholarとして出かけるごとにな

りました。同志社大で彼は，日本に来ている

欧米入学生を対象に講義をすることになって

いるのですが，後が選んだ講義名が鳥類学で

した。彼がちゅうちょすることなくそれを選

んだこのことの中にも，アメリカでその学問

がふつうに行なわれていることがあらわれて

いるように思われます。ともかく，彼が講じ

る鳥類学は，たぶん日本の大学で行なわれる

初めてのものとなるでしょう。



研究室紹介① 上越教育大学中村研究室

上越教育大学は新著書県上越市にある教育

系の単科大学で，新構想大学の一つ。 4年制

の学絞教育学部と大学院学校教育科修士課程

がある。学校教育学部の方は小学校教員養成

謀程方沖心。大学院の方は現駄の教員（小・

中・高校）と，教師希望の大学卒業者が来る。

中村研究室へは動物の野外研究をしようとい

う学生が来るが，領媛専修コ スの自然系理

科に所属している。目下の所，鳥の野外研究

をやってみようという学生がもっとも多い。

鳥の研究では「めし」は食えないといわれる

が．学校の先生をしながら．アマチュアリズ

ムで鳥をやっていこうという生きかたがあるQ

これにマッチしているのが私の研究室といっ

てよv'o但し野外教育を重要視するからこそ

この研究室があるのであって．鳥の研究者養

成を目標としたものではない。自然に親しむ

心の豊さ，野生動物に援する時の心のやさし

さを持った教師像を目標としており，野生動

物の研究を奇外教育と結びつけて，教育活動

をする信念を必要としている。しかしもちろ

ん，ここから鳥の研究者が出ることもまた艮

しとして，それをさまたげるものではない。

現践の教師でこの大学へ来る場合は県教育委

．首環をつけたオオヒシクイ

発見のお願い

権を保表する会ではソ連カムチヤァカ州の

ゲラシモフ博士ら（全ソ狩猟薬研究所）と共

両で，ガン類の標識調査を行っている。現在

はヒシクイとオオヒシクイを対象としている

（副参揮を）。オオヒシクイについては， 1986

年7月にカムチヤァカ西海岸のマラショーチ

ュノイ川禁猟区南部の湖沼で，事行事毒県の福島

渇で山階鳥類研十究所により標識された個体が

1羽発見され，また同地で標識された 16羽の
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員会の推薦が必要3 この場合は県から派遣さ

れて来るわけで，ヘテランの先生である。従

って鳥を研究しつつ教育活動に生かし得る説

得を十分にすることのできる人物が来る。

研究活動は動物の生活史または社会構造に

関するもので，動物の群集構造に関するもの

と二つの面で行なわれている。前者の例では，

現在ヤマセミとコアジサンの研究をする院生

がおり， これまでにはコチドリ．シロチドリ．

イワヒメリの社会横造の研究が行なわれたニ

また動物の群集構造では，現在都市に住む鳥

の群集構造の研究が行なわれており，これま

でに河川の鳥の群集構造について研究された。

毎年何人かの卒論生もおり，シギ類の採食行

動の比較とか，サギ類の採食行動の比較など

の研究が行なわれた。また現在ではカルガモ．

ハクセキレイ，カラスの鳩，プフポウソウ目

の鳥をテ マとしている学生がいる。春から

憂にかけては，時間の許す限り各自のテー

マて骨外へ出ている。ゼミは秋から冬に糾7

て行なっている。ここに例としてあげたテー

マは鳥にかかわるものだけで，もちろん烏以

外のテ マで修士論文や卒業論文を書くもの

もいる。 （中村登流）

うち 14李17}>86/87年冬期に日本圏内で発見さ

れている。このことからマラショ チュノイ

川のオオヒシクイの個体群と臼本で越冬する

個体群との間に強い関連があるととが示唆さ

れたので， 1987

年7月には同所

で 126羽のオオ

ヒシクイ仁標識

が行われた。そ

の後これらのう

ちの約70＇／，に当

る88羽説室内で

発見されている

(1月15日現在〉。

F醇民、九、

ド～可

i~ ！ぉ
怠委よ



発見場所は，北海道サロヘツ原野・十勝川下

流主義・ウトナイ湖・能代市小友沼・宮竣県内

沼・山形県最上川下流域・新湯県福島湯・佐

湯・朝日池・石川県片野鴨池・福井平野・琵

琶湖・西池など．主に日本海側，一部太平洋

側の各地。これらの鳥たちはそろそろ北婦を

開始すると思われる。標識鳥を発見された方

羽数など） ' e）観察者の氏名と住所，につい

て下記までお知らせ下さい。番号不明のもの

や，古い記録も歓迎します。

〔連絡先〕

〒卿ー55 宮城県栗原郡若柳町南町 16

呉地正行（ TEL 0228-32－加悦）

または

は， a）観察年月日時刻， b）場所，環境， c) 干幻0-11 我孫子市高野山字堤根 115

首環の色と番号， d）状況（他のガンの有無， 山培鳥類研究所標識研究室

首環の番号 首環の色 文字の色 数字の色 亜 種

RO 1 4 4 赤 白 臼 オオヒシタイ

V35-43 オレンジ 色 白 • 
V 4 4 0 0 ，， 黒 里 ,, 

YOl-32 II 白 黒 ，， 

Y49. 71 ，， 臼 白 ヒシクイ

注 1；番号の読み方は， 1986年とそれ以前I謀議されたもの（ ROl-07,

V35-43.Y49.Y71）は上から下へ， 1987年に標識されたもの（ROB-

44.V44-00.T01 32）は下から上へ（R29.R43は上から下）と読

むように着けられている。

注2；日本で標議したヒシクイとオオヒシクイは黄色（A＊本）の首環が下か

ら上へ読むように着いている。

．コクガンの発見のお願い

日本へ渡来するコクガンの羽数は，つい震

近まで愚大 1,000羽程度と考えられていたら

しかし’ 86年と’ 87年の秘ヰt海道東部の尾

袋沼と風連瀕で，合計 5,000羽余りの大群が

地元の観察者の方や曜を保護する会会員によ

り発見されている。これらの群れは同地では

越冬せず．その後南下すると考えられる。し

かし越冬期に確認されるコクガンの羽数は，

1,000羽にも満たない。残りの4,000羽余りが

どこで漣冬しているのか不明だが， コクガン

の主要生息地方：海上であることを考えると，

未だ観察者の目に触れずに趣冬している群れ

がいる可能性は極めて高いと思われる。また

小数羽の群れが観察されている場所では，さ

らに多くのコクガンが生息している可能性が

ある。コクガンの情報（最近および過去の）

お持ちの方ありましたら下記の点について是

非お知らせいただきたい。車耳鮮・中国の情報

も歓迎します（これらのコクガンカ：日本以外

で遜冬している可能性もあるため）。

〔観察項目〕 a？観察年月日・時刻， b）場所，

環境， d羽数， d）観察者（氏名・住所），

〔連絡先〕 呉地正行 （向上）

・ォオヨシキリの情報交換を

わたしたちはチェコスロバキアのプラハ周

辺でオオヨシキリの繁殖と生態の研究を続け

ています。日本でのオオヨ j キリにも興味を

持ち，文献や情報の交換を希望します。調査

研究をされているかたはぜひ連絡を（英語

で）。 Jiri Horaξek, Na okruhu 385. 

14400 Praha 4 -Pisnice. Czechoslovakia. 
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Information 

「日本鳥類目録改訂6版Jの遍集

1987年末までに目録作成のための基礎資料

を収集するととになっていますが，まだ資料

収集ができていない所があります。ここに編

集進捗状況をお知らせするとともに，さらに

会員の皆さんの協力をお願いするしだいです。

1）す明こ資料が収集できた府県（協力者〉

岩手（由比正敏），栃木（平野敏明），愛

知（大羽康利），和歌山（黒田隆司），山口

（武下雅文），福岡｛武下雅文），熊本（太

田真也）。

2）他の府県については，現在資料収集中です

が，次の県については協力者がまだ決まって

文献リストをお送り下さい

日本鳥学会誌で，日本の研究者の掛究業績

リストと紹介することになりました。これは

日本における鳥学研究の現状を，圏外に知っ

てもらうという趣旨で始めるものです。リス

ト作成はは蓬巻が担当しますが，総ての研

究業績を把握できかねますので， 「日本鳥学

会誌Jは， 「山階鳥類研究所報告J. 「応用

鳥学集報J, r Strix J，以外に掲載された

場合には，各自のリストを，下記の要領でお

速り下さるようお願い致します。

1）持議する論文（単行本）は 1987年以降に

印刷されたもの

おりません。是非ご協力をお願いします。

滋賀県，奈良県，鳥取県．嗣山県，香川県，

愛俊県，高知県，徳島風，宮崎県

なお，稀少種については， 11)個人所有の標

本による記録や各地の野鳥の会会報掲薮の記

録は採用しない方針であること（白録編集委

員会として） . (2）詳細な記録を目録に掲載で

きないので，後に細かい点を確認できるよう，

稀少穫の記録をできるだけ「日本鳥学会誌J. 

f山階鳥類研究所報告jよ 「StrixJのいず

れかに短報として発表していただきたい。

（藤巻絡蔵）

2）議文の場合は，学会誌，研究所報告，大学

紀要，国立・公立の研究機関，博物箆などの

研究報告に掲議されたもので，欧文サマリー

のあるもの。

3）単行本：筆者名，表題．発行所，発行所所

在地

4）雑誌，研究報告，ま己要など：筆者名，論文

題目，掲薮誌，巻号，ベ ジ，使用言語，欧

文サマリーの有無

5）リストは英文で

送り先：〒 080 帯広市稲田町帯広畜産大

学藤巻裕蔵宛

一一〈最新刊〉一一
ご承知のように．近年．社会生物学の発展によって．

上田恵介著 併行動柑会システムは大き〈洗い直きれいます．

イラスト：竹井秀男 一夫一妻の神話は崩れつつある．といえるでしょう．一

一夫一妻の神話
烏の結婚社会学

この本は，著者が r野島』に r鳥の行動Eを士会J と題

夫妻の鳥てー起こる婚外交尾．他人の子育て壱するヘル

バー．カモメ績のメス同士のぺア．子較しなどの解明が

急速に行なわれています．本書l主．現在行なわれている

日本を含む世界の第一線の研究の現技壱わかりやすく紹

介して．いま．島の世界で何が面白いのか壱いきいきと

伝えてももます ・四六判260頁／定価去問円

して 2年間にわたり連事ましたもののうち．群れ生活に関 ・・一・・・ 1

東京都文京区水道2-14-2剖 1 3主主主ι壬谷正ゴ
する蔀分を省き．いくつかの章を加筆して．家族関係E 信ヨサ音司I三tc;..f号

(03) 942 0205／首長筈東京3-126764存三事＇l.iiJEヨισ
配偶関係に焦京をあて．まとめたものです． 一一ー － 
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第・1回国際鳥学セミナーのお知らせ

第1回国際鳥学セミナ を本年 10月下旬に聞きます。このセミナ は，もともと外国

の一流の学者との交流を通して本会会員の研究レベルを向上させようという趣旨で考えら

れたものです。とくに個人的な交際を深めることにより，将来は会員の英文論文の指導を

してもらいたいと考えています。それには，相手の学者に日本に来てもらい．日本の実情

を十分に見てもらう必要があります。見ず知らずの相手では，論文の佼簡を依頼しても，

親身になってやってくれません。

今回は，第 l回の試みとして，アメリカ・オクラホマ大学のダグラス・モッタ教授を招

へいします。モック教授は 40才という若さですが，学生時代から多くの賞をとり，現在で

は鳥の社会生物学の分野でトップクラスの位置を占めています。野球選手で言えば現役の

大リ ガーという実力者で，若い人が指導を受けるのには最適任者の 1人と思われます。

セミナーの内容は，大阪市大における小人数のワークショフプ，東京・京都などにおけ

る教授の講演会，および教授の時間が許せばエタスカ ションを通じての交際を考えてい

ます。詳しいプログラムは呂下，本と山岸哲氏とで検討中ですので，次回の鳥学ニューメ

をお待ち下さい。 （森岡忠之）

《1988年度大会のお知らせ》

本年度の大会は 11月19・20日〈土・日）に，千葉県我孫子市の市民会館で聞かれます。今

年はとくにポスタ 発表に力を入れるとともに，シンポジウムでは水鳥に関心のある全国の研

究者・観察者に集まってもら川湖沼の現状左保護にq 、てスポァトライトをあてたいとのこと

です。山階鳥類研究所の吉井正・杉森文夫両氏を中心に有意義な大会にするため立案中。写真

展や山階鳥研の見学会も予定されているようです。

《1988年度会費をお納め下さい》

本会では年会費は前納となっています。 1年以上滞納しますと退会となりますのでご注意下

さい。会費の納入状況は，このニュ スを送付した封筒の宛名ラベルに，次のように記入され

ています。

① 会員U通り会費が絞められている＝ラベルに何も印刷されていない

②次年度の会費がすでに払ってある＝会費収支：＋ 4,000円

③会費が未納になっている＝ 1987年度会費未納〔 4,000円〕

や詳し〈は鳥学ニュースd伝 24p.8をごらん下さい。

《パックナンバーの大特売》

学会誌「鳥」のメァクナ‘ノバーを販売しています。期間は本年3月31日まで。 詳細は鳥学

ニュースJ伝 24p.7をごらん下さい。

なお，次の各号も若干在庫があります。 91/92. 93/94 , 95/96 , 97/98 （各 3,000円），

99, 100（各 2,000円〉。 88, 89, 90は品切れです。

《次号予告》 特集「失敗に学ぶJゴ期待下さい。
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